
令和６年９月 鴻巣市議会定例会一般質問 

 

質問日 令和６年９月１２日（木） 

 

質問順位１ 茂利 博之 （一問一答式） 

 

１ 教育行政 

(1) 子ども達に寄りそった支援について 

  ア 体操着は 

  （ア）リサイクルは 

  （イ）活用方法は 

  イ 補助金は 

ウ 奨学金は 

 

２ 危機管理行政 

(1) 防災・減災について 

  ア 備蓄品は 

  イ 福祉的な支援は 

 (2) 豪雨災害の対策について 

  ア 本市の対応は 

  イ 気象防災アドバイザーは 

 

３ 環境経済行政 

(1) 小規模事業者の支援について 

  ア 取組は 

  イ 支援策は 

 

 

 

質問順位２ 古山 大輔 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 福祉行政 

(1) 本市における聴覚障がい者の実態と課題 

ア 鴻巣市手話言語条例について 

  イ 公共施設における音声文字変換アプリ「ＵＤトーク」の活用について 

 (2) 障がい者の災害時の避難について 

  ア 障がい者に対する情報の提供について 

  イ 障がい者の避難訓練について 

 

２ 環境行政 



(1) 本市の桜と元荒川沿い桜並木について 

ア 桜の木と桜の木に被害を及ぼすクビアカツヤカミキリムシについて 

  イ 桜並木沿いの遊歩道の環境整備について 

 (2) コウノトリの再飛来について 

  ア コウノトリに対する本市の考えは 

 

 

 

質問順位３ 潮田 幸子 （一問一答式） 

 

１ がん治療による外見の変化の苦痛を軽減し、自分らしく生きる支援策 

(1) アピアランスケアについて 

 ア 本市におけるがん罹患者数状況 

イ ウィッグ等アピアランスケア用品購入補助の必要性に関する本市の考え 

 

２ 安心で持続可能な地域医療確保について 

(1) 住み慣れたまちで安心して暮らし続けるための地域医療をどう進めるか 

 ア 在宅医療・訪問看護推進の考え 

 イ 鴻巣地区在宅医療連携センターの周知 

 ウ かかりつけ医を持つ重要性等の市民への周知 

 

３ 耳の聞こえに困難を抱える方の支援策 

 (1) ヒアリングフレイル対策の取組について 

  ア 中等度難聴者補聴器補助の給付状況及び、相談会等のフォロー体制 

  イ 軟骨伝導イヤホンの窓口設置 

 

４ 障がいのある方の暮らし向上施策 

(1) 障害者日常生活用具給付のレンタル方式導入について 

ア 障害者日常生活用具給付方法に関する本市の考え方 

イ 購入のみからレンタルも可能とした場合の予算はどのように変わるのか 

 

５ 安心・安全の暮らしを守る施策 

 (1) 生活道路が最高速度３０キロとなる道路交通法改正への対応 

  ア 道路交通法改正により対象となる生活道路の現状 

  イ ２０２６年秋施行に向けての警察との協議を含めた計画 

 

 

 

 

 



質問順位４ 橋本  稔 （一問一答式） 

 

１ 教育行政 

(1) 小中学校体育館のエアコン設置について 

ア 小中学校体育館の授業について 

イ 設置計画について 

ウ 命を守るための施策について 

エ 小中学校体育館のエアコン設置について 

 

２ 福祉行政 

(1) 成年後見人制度について 

  ア 市民後見人の活動状況について 

  イ 成年後見制度利用支援事業について 

 

３ 市民生活行政 

 (1) 「マイナ保険証」の普及と利用促進等について 

  ア 「マイナ保険証」の利用状況について 

  イ 「マイナ保険証」の利用促進に向けた取組について 

  ウ 「施設等に対するマイナンバーカードの取得支援」の取組状況について 

 

 

 

質問順位５ 金子 雄一 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 都市建設行政 

(1) 上尾道路等について 

ア 進捗状況 

  イ 進捗に伴う生活道路等の安全対策 

  ウ 進捗に伴う道路予定地域等の防犯対策 

  エ 市民への進捗状況等の周知 

 (2) 道路補修等に係る事業の見直しについて 

  ア 見直しの状況 

  イ 見直しの具体的内容 

  ウ 来年度の予算編成との関連 

 

２ 財務行政 

(1) 包括施設管理業務と大規模修繕について 

  ア 令和５年度の包括施設管理業務実績 

  イ 初年度との比較、改善状況 

  ウ 実績の評価、問題内容等 



  エ 大規模修繕との線引き 

  オ 緊急時の大規模修繕への対応 

カ 今後の大規模修繕の計画 

 

３ 危機管理行政 

 (1) 防災備蓄品の管理状況等について 

  ア 現在の備蓄状況 

  イ 期限のある備蓄品の活用方法と活用状況 

  ウ 今後の対応 


